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衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
経
過
措
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
が
成
立
し
施
行
さ
れ
た
と
き
は
、
改

正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
改
正
法
の
施
行
前
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
十
九
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
さ
れ
た
事
業
の
認
定
の
手
続
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
事
業
の
認
定
及
び
事
業
の
認
定
の

告
示
並
び
に
改
正
法
の
施
行
前
に
事
業
の
認
定
の
告
示
が
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
の
認
定
及
び
事
業
の
認
定
の
告
示

に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
土
地
収
用
法
（
以
下

「
新
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
っ
て
さ
れ
た
事
業
の
認
定
及
び
事
業
の
認
定
の
告
示
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
後

に
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
手
続
（
以
下
「
裁
決
関
係
手
続
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
法
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

新
法
の
規
定
に
よ
る
裁
決
関
係
手
続
に
お
い
て
も
、
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
適
正
な
手
続
を
保
障
し
て
お
り
、
そ
の

一



権
利
は
十
分
に
保
護
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

改
正
法
に
お
い
て
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
に
際
し
て
、
説
明
会
の
開
催
、
公
聴
会
の
開
催
及
び
第
三
者
機
関

か
ら
の
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
の
透
明
性
及
び
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め

で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
適
正
な
事
業
の
認
定
の
手
続
に
従
っ
て
適
確
に
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
の
透
明
性
及
び
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
公
聴
会
の
開
催

及
び
第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
改
正
法
の
施
行
の
際
に
は
、
既
に
事
業
の
認
定
の
申
請
が
さ
れ
、
か
つ
、
い
ま
だ
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
が

行
わ
れ
て
い
な
い
事
業
が
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
事
業
に
係
る
事
業
の
認
定
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
前
に
お
い
て
事
業
認
定
申
請
書
の
縦
覧
等
の
旧
法
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
が
進
行
し
て
お
り
、
公

聴
会
の
開
催
及
び
第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
の
聴
取
を
適
切
な
時
期
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
従

二



前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
改
正
法
の
施
行
前
に
事
業
の
認
定
の
告
示
が
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
公
聴
会
の
開
催
及
び
第
三
者
機
関
か
ら
の
意

見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
は
、
事
業
の
認
定
の
手
続
を
再
度
行
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
法
的
安
定
性
を
損
な
う
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

法
律
の
制
定
又
は
改
廃
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
制
定
又
は
改
廃
後
の
法
律
の
適
用
関
係
に
応
じ
て
差
異
を
生
ず
る
こ

と
は
、
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

六
に
つ
い
て

お
示
し
の
提
案
を
含
む
様
々
な
議
論
を
経
て
作
成
さ
れ
た
「
土
地
収
用
制
度
調
査
研
究
会
」
の
報
告
書
は
、
お
尋
ね
の
土

地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
改
正
法
案
」
と
い
う
。
）
の
立
案
に
生
か
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
経
過
措
置
の
考
え
方
は
、
四
に
つ
い
て
で
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
経
過
措
置
を
含
む
改
正
法
案
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
土
地
収
用
制
度
調
査
研
究
会
の
報
告
書
、
各
界
か

三



ら
の
提
言
等
を
踏
ま
え
て
試
案
を
作
成
し
た
上
で
公
表
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
国
民
か
ら
の
意
見
の
募
集
を
行
い
、
政
府
部
内

で
の
議
論
を
経
て
、
閣
議
決
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
改
正
法
の
施
行
の
日
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
い
か
な
る

事
業
が
、
い
か
な
る
時
点
で
、
い
か
な
る
収
用
手
続
を
と
る
こ
と
と
な
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

四


